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複
合
交
流
セ
ン
タ
ー
の
実
施

設
計
の
予
算
は
、
昨
年
９
月
定

例
会
、
今
年
１
月
、
２
月
の
臨

時
会
に
お
い
て
三
度
も
否
決
さ

れ
、
こ
の
ま
ま
で
は
こ
の
事
業

は
前
に
進
ま
な
い
。
今
後
ど
う

す
る
つ
も
り
な
の
か
。

町
長
は
施
政
方
針
で
、
住
民

と
積
極
的
に
対
話
を
す
る
行
政

と
述
べ
て
い
る
が
、
議
会
と
の

対
話
も
望
み
た
い
。

こ
の
事
業
に
関
し
て
も
議
会

と
の
対
話
・
議
論
が
不
足
し
て

お
り
、
な
お
一
層
の
理
解
あ
る

い
は
妥
協
・
合
意
点
を
求
め
る

努
力
が
必
要
と
思
う
が
。

町
の
玄
関
口
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
土

山
駅
南
地
区
を
現
状
の
ま
ま
放

置
す
る
こ
と
は
、
町
に
と
っ
て

も
大
き
な
損
失
で
す
。
ま
た
複

合
交
流
セ
ン
タ
ー
は
こ
の
南
地

区
の
基
幹
事
業
で
も
あ
り
、
全

体
整
備
計
画
に
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
し
、
国
・
県
へ
の
協
議
や

調
整
が
必
要
で
す
。
妥
協
点
を

求
め
る
努
力
を
す
べ
き
と
の
こ

と
で
す
が
、
住
民
の
幸
せ
に
つ

な
が
る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
当
然

そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
う
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証

運
行
に
つ
い
て
、
時
期
を
含
め

現
在
決
定
し
て
い
る
こ
と
の
説

明
を
求
め
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
証

運
行
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
概

要
と
ル
ー
ト
は
「
Ｊ
Ｒ
土
山
駅

か
ら
播
磨
町
駅
」
を
結
び
、
バ

ス
停
は
17
カ
所
、
運
行
は
毎
日
、

土
日
・
祝
日
が
別
ダ
イ
ヤ
。
年

末
年
始
は
運
休
も
含
め
検
討
中
。

運
行
間
隔
は
30
分
に
１
本
を

基
本
に
、
午
前
８
時
よ
り
午
後

８
時
、
運
賃
は
百
円
の
予
定
で
、

９
月
よ
り
実
証
運
行
を
開
始
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
が
生
涯
学
習
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
な
ど
で
生
き

が
い
を
見
つ
け
て
、
元
気
に
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る

が
、
町
長
の
言
わ
れ
る
真
に
必

要
と
さ
れ
る
福
祉
施
策
と
は
。

超
高
齢
化
社
会
に
入
っ
た
現

在
、
健
や
か
に
地
域
活
動
を
過

ご
す
こ
と
が
何
よ
り
大
切
な
こ

と
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
気
軽
に
つ
ど
い
、
人

と
の
交
流
や
適
度
な
運
動
が
で

き
る
場
づ
く
り
と
し
て
進
め
て

い
る
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の

充
実
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
へ
の
参

加
に
よ
る
趣
味
づ
く
り
を
促
進

す
る
。

ま
た
、
長
年
培
わ
れ
て
き
た

知
識
や
技
能
を
地
域
に
還
元
す

る
活
動
の
普
及
な
ど
の
具
体
的

な
方
策
の
検
討
を
進
め
、
今
後

の
高
齢
者
支
援
事
業
の
充
実
に

努
め
た
い
。

▲複合交流センターの建設予定地（JR土山駅南）
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答
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少
子
高
齢
化
に
対
す
る
施
策

と
、
町
の
発
展
を
支
え
る
産
業

振
興
の
具
体
的
な
施
策
は
。

①
子
育
て
支
援
の
対
象
に
な
る

世
帯
数
は
。

②
一
元
的
な
見
守
り
の
た
め

「
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
カ

ル
テ
」
を
作
成
し
て
、
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
に
活

用
で
き
な
い
か
。

③
「
こ
と
ぶ
き
大
学
」
の
事
業

内
容
と
受
講
者
数
は
。

④
高
齢
者
や
現
役
を
引
退
す
る

世
代
に
対
し
て
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
る
受
け
皿
は
。

⑤
農
地
を
ど
の
よ
う
に
有
効
活

用
さ
せ
る
の
か
。

⑥
「
ウ
チ
ム
ラ
サ
キ
貝
」
で
ど

う
漁
業
振
興
を
図
る
の
か
。

①
概
ね
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
が

い
る
３
５
４
７
世
帯
。

②
各
家
庭
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

も
踏
み
込
む
こ
と
に
な
る
。

毎
年
３
０
０
人
前
後
の
赤
ち

ゃ
ん
が
誕
生
す
る
本
町
で
は

物
理
的
に
無
理
が
あ
る
。

③
３
学
科
ご
と
の
講
座
・
講
演

会
と
自
主
企
画
が
あ
る
。
１

年
生
は
68
名
、
２
年
生
は
１

５
５
名
。

④
生
涯
学
習
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
を

活
用
し
て
ほ
し
い
。

⑤
「
ふ
ぁ
ー
み
ん
シ
ョ
ッ
プ
」

で
の
販
売
、
農
協
と
の
連
携

な
ど
支
援
策
を
検
討
。

⑥
の
り
の
色
落
ち
現
象
抑
制
に

効
果
が
あ
る
。
並
型
漁
礁
の

設
置
な
ど
「
豊
か
な
海
」
の

再
生
に
取
り
組
む
。

就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
親

子
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で
、

障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、

夢
の
あ
る
施
設
を
目
指
す
べ
き
。

①
敷
地
約
１
万
７
千
㎡
の
取
得

金
額
は
。

②
利
活
用
に
関
し
て
、
過
去
に

投
資
し
た
調
査
経
費
は
。

③
教
育
審
議
会
の
「
答
申
書
」

や
公
共
施
設
有
効
利
用
促
進

検
討
事
業
業
務
報
告
書
の
提

言
を
ど
う
生
か
す
の
か
。

④
(旧)
北
小
学
校
を
運
営
し
て
い

た
時
の
費
用
は
。

⑤
施
設
建
設
に
向
け
、
議
決
さ

れ
た
意
見
書
の
機
関
設
置
の

状
況
は
。

①
４
億
９
千
８
百
万
円
で
購
入
。

国
か
ら
１
億
１
千
６
百
万
円

補
助
を
受
け
て
い
る
。

②
４
７
４
万
８
千
円
。

③
公
共
施
設
有
効
利
用
促
進
検

討
委
員
会
や
播
磨
北
小
学
校

施
設
管
理
運
営
協
議
会
へ
参

考
と
し
て
配
布
。

④
19
年
度
予
算
で
は
約
２
千
７

百
万
円
を
有
効
に
活
用
し
て

い
る
。

⑤
従
来
か
ら
運
営
協
議
会
を
既

に
立
ち
上
げ
て
い
る
。
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